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熊本 リハビリテーション病院を受診された患者様ヘ

当院では下記の臨床研究を実施 しております。

本研究の対象者に該当する可能性がある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを

希望されない場合は、下記の研究責任者へお問い合わせください。

※承認番号 ″θュ6-年

研究課題名 回復期脳卒中患者のトイレ動作自立を予測する基本動作評価の臨床的有用性

当院の研究責任者
所属 :リ ハビリテーシ∃ン部 職名 :理学療法士 氏名 :橋本 隆
哉

他の研究機関及び各施設の

研究責任者

本研究の目的

回復期リハビリテーション病棟において、 トイレ動作の自立は在宅復帰や生活の質に直結する。 トイレ

動作は立ち上がり、立位保持、移乗などの基本動作を複合的に要するため、入院早期にその獲得を予測

することは臨床上重要である。本研究の目的は、基本動作能力 (ABMSI)の観点からトイレ動作獲得

を予測する指標としての有用性を明らかにすることとした。

調査データ概要期間 2023 年  4 月 2025 年  3 月予定

研究の方法

○対象となる患者様

<対象>2023年 4月 から2025年 3月 に当院回復期病棟に入棟した脳卒中患者を対象とした。退院時トイレ動作を自立群、

非自立群とする。年齢、性別、発症から入院までの日数、下肢運動麻痺、握力、入院時トイレ動作、移柔動作、認知機

能、病前の日常生活動作の障害度 ,自立度、基本動作を説明変数とし単変量解析を行う。さらに退院時トイレ動作自

立の有無を従属変数とし、多変量ロジスティック回帰分析を実施する。

○利用する情報/項目

年齢、性別、発症から入院までの日数、下肢運動麻痺 (BRS)、 握力、入院時 トイレ動作、

移乗、認知機能、病前日常生活の障害度、基本動作 (ABMSII)

個人情報の取 り扱い

試料/情報の他の研究機関への

提供及び提供方法

利益相反 本研究に関連 し開示すべき利益相反関係にある企業はありません

お問い合わせ先
熊本 リハビリテーション病院

0962323111(代表)担 当者 :

理学療法士

橋本 隆哉

備考
研究に同意 しないこと又は同意を撤回することによって不利な扱い

を受けることはありません。


